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尼崎市教育委員会 １１月臨時会 議事録 

 

１ 開会及び閉会の日時 

       令和７年１１月１０日  午前１０時００分～午前１１時１８分 

２ 出席委員及び欠席委員 

出席委員等 教    育   長 森山    太嗣 

 教育長職務代理者 德山    育弘 

 委      員 正岡    康子 

 委      員 片谷     勉 

欠席委員 委      員 太田垣   亘世 

３ 出席した事務局職員等 

 教 育 次 長 藤川   明美 

 教 育 次 長 嶋名   雅之 

 管 理 部 長 佐々木   修 

 学校支援担当部長 西田   啓行 

 社 会 教 育 部 長 橋本   貴宗 

 企 画 管 理 課 長 西川   欣伸 

 教育情報システム課長 西野  雅之 

 職 員 課 長 藤原     薫 

 学 校 給 食 課 長 上杉   由香 

 学校給食センター担当課長 村田   和彦 

 中 央 図 書 館 長 安福  眞理子 

 歴 史 博 物 館 長 門田 真由美 

 

日程第１ 議事 

（１） 議案第５０号 令和８年度尼崎市立小・中・特別支援学校教職員異動方針について 

（２） 議案第５１号 令和８年度尼崎市立高等学校教職員異動方針について 

（３） 議案第５２号 令和８年度尼崎市立幼稚園教職員異動方針について 

（４） 議案第５３号 令和７年度尼崎市一般会計教育関係補正予算について 

 

午前１０時００分、教育長は開会を宣した。 

 

森山教育長  本日の日程につきましては、配付いたしております日程表のとおりです。 

日程第１「議事」の「議案第５３号 令和７年度尼崎市一般会計教育関係補正予算

について」は、会議規則第６条の２第１項第２号、すなわち『教育予算その他議会の

議決を経るべき議案についての意見の申出に関する事件』に該当するため、公開しな

いことが適当であると考えますが、いかがでしょうか。 

  

教育委員 異議なし 
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森山教育長 異議なしと認めます。よって、「議案第５３号」は、会議規則第６条の２第１項第

２号に該当するため、公開しないことと決しました。それでは、これより日程に入り

ます。 

日程第１「議事」の「議案第５０号 令和８年度尼崎市立小・中・特別支援学校教

職員異動方針について」、「議案第５１号 令和８年度尼崎市立高等学校教職員異動方

針について」および「議案第５２号 令和８年度尼崎市立幼稚園教職員異動方針につ

いて」は内容が一連のものであるため、一括して審議します。提案理由の説明を求め

ます。 

  

職員課長 職員課長でございます。議案第５０号から第５２号までの３議案について、順に説

明申し上げます。これら３議案は、尼崎市立小・中・特別支援学校、高等学校及び幼

稚園教職員の次年度に向けた人事異動に関する基本的な方針を定めようとするもの

でございます。恐れ入りますが、議案書２ページ議５０号「令和８年度尼崎市立小・

中・特別支援学校教職員異動方針（案）」をお開きください。本案は、兵庫県教育委

員会が定める「令和８年度兵庫県公立学校 教職員異動方針」に基づき、本市の実情

を勘案し、尼崎市立 小学校、中学校、特別支援学校の県費負担教職員の人事異動に

係ります基本的な方針や、実施方法を定めるものでございます。 

まず、１の基本方針といたしまして、学校教育の一層の充実と進展を期し全市的視

野にたって、公正かつ適切な人事異動を行ってまいります。そのため、（１）適材適

所の配置に努めることとし、教職員の能力を最大限に発揮させ、職員構成の適正化を

図ります。あわせて、同一校における長期勤務者の異動を引き続き積極的かつ計画的

に進めてまいります。また（２）人事交流の推進について、職務経験を豊かにし、幅

広い分野に対応できる次代の人材育成を念頭においた小学校、中学校、特別支援学校

との校種間や、学校現場と教育委員会事務局間での人事交流を推進してまいります。 

次に、２の実施にあたっての留意事項といたしまして、児童生徒が安心して学べる

魅力と活力ある学校づくりを進め、ハラスメントのない、働きがいのある風通しの良

い職場づくりを進めてまいります。同一所属又は同一ポストに長期間在任することか

ら生じうる不祥事を防止し、併せて士気の低下を防ぐことに努めてまいります。人事

の活性化により、いじめや体罰をはじめとした非違行為のない互いに切磋琢磨できる

教職員集団づくりを目指してまいります。取組の具体としましては、（１）配置換え

について、①対象者は、原則として現任校３年以上在勤した者とし、校務運営と次の

事項アからウを考慮して計画的に行うこととします。 

ア 現任校において、８年以上在勤した者は、原則として配置換えをいたします。 

イ 新規採用後の現任校において、６年在勤した者（現職採用含む）は、配置換えを

します。 

ウ 統合校においては、別途協議の上、学校運営に支障がないよう計画的に配置換え

を推進いたします。 

次に、②上記①に該当しない者についても、暫定再任用・定年引上げも視野に入れな

がら必要に応じて配置換えの対象といたします。③休職中、療養中、派遣中、産前産

後休暇中、育児休業中の者は、原則として配置換えの対象といたしません。④学校運
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営の活性化を図るため、年齢、性別にとらわれることなく、幅広い多様な人材の中か

ら、管理職の育成を踏まえた配置換えを積極的に進めます。⑤幅広い視野を持つ教職

員を育成するための異校種への配置換えを積極的に進めます。⑥定数減により、配置

換えを必要とする場合は、当該学校教職員全体を対象といたします。⑦若手、中堅教

員を対象として教育委員会事務局との交流を行います。⑧来年度新設します、尼崎琴

葉中学校におきましては、学校の規模や特長に応じた人事配置を中学校だけの校種に

とらわれずに行います。（２）過員対策について、児童・生徒数の減少等により、過

員が生じ、その過員を解消するための異動を必要とする場合は、原則として全ての教

職員を対象といたします。（３）管内外交流について、現任校３年以上在勤した者に

よる１対１の交流を原則といたします。最後に（４）意見聴取について、異動及び暫

定再任用者の配置にあたりましては、教職員構成、本人の希望や介護などその他の事

情について、これまでと同様に、校長から本人に十分に意見聴取を行い、市教委とい

たしましても、できる限りの範囲で希望に沿った人事異動を推進してまいります。以

上が、議案第５０号「令和８年度尼崎市立小・中・特別支援学校教職員異動方針につ

いて」の説明となります。 

次に、議案第５１号「令和８年度尼崎市立高等学校教職員異動方針（案）」につい

て説明いたします。恐れ入りますが、４ページ議５１号をお開きください。本案は、

尼崎市立高等学校の人事異動における基本的な方針や実施方法を定めるものでござ

います。 

まず、１の基本方針といたしまして、市立高等学校教育の一層の充実と発展を期し、

生徒が安心して学べる魅力と活力ある学校づくり、教職員が働きがいのある職場づく

りを進めるため、全市的視野にたって、公正かつ適切な人事異動を各校と連携して行

ってまいります。同一校における長期勤務者の異動を計画的に推進することで、職員

構成の適正化や人事の活性化を図り、教職員が能力を最大限に発揮できるよう努める

ことで、いじめや体罰のない安心して学べる学校づくりを目指してまいります。その

ため、（１）人材育成及び人事交流の推進に努めることとし、市立高等学校の教育の

充実と発展、魅力ある学校づくりの推進に向け、教職員の職務経験を豊かにし、資質

の向上を図るため、県市間等や、学校現場と教育委員会事務局間との人事交流を引き

続き推進いたします。さらに、全日制高等学校と定時制高等学校の間の異動について

も、推進してまいります。また、学校管理職の育成が急務となっており、将来の学校

運営を担う人材育成を図ってまいります。次に、（２）適材適所の配置といたしまし

て、円滑な学校運営に資するために適材を適所に配置することにより、教職員の能力

を最大限に発揮させ、学校教育の充実を図り、将来の市立高等学校の職員構成を見据

えた人材の配置を行ってまいります。次に、２の実施にあたっての留意事項といたし

まして、生徒が安心して学べる魅力と活力ある学校づくりを進め、ハラスメントのな

い、働きがいのある風通しの良い職場づくりを進めるとともに、同一所属又は同一ポ

ストに長期間在任することから生じうる不祥事を防止し、併せて士気の低下を防ぐこ

とに努めてまいります。取組の具体といたしましては、（１）配置換えについて、①

配置換えの対象者は、原則として現任校３年以上在勤した者とし、次のア・イの事項

を考慮して計画的に行うこととします。 
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ア 現任校において、９年以上在勤した者は、原則として配置換えする。 

イ 教育実績・勤務状況・教科の構成・定年引上げ等を考慮する。 

②休職中、療養中、派遣中、産前産後休暇中、育児休業中の者は、原則として配置換

えの対象としない。（２）意見聴取について、異動及び再任用の配置にあたっては、

学校の教職員構成、本人の希望、介護などその他の事情について、学校長から十分に

意見聴取することとしております。以上が議案第５１号「令和８年度尼崎市立高等学

校教職員異動方針（案）」についての説明となります。 

最後に議案第５２号「令和８年度尼崎市立幼稚園教職員異動方針（案）」について

説明いたします。恐れ入りますが、６ページ議５２号をお開きください。本案は、尼

崎市立幼稚園の人事異動における基本的な方針や実施方法を定めるものでございま

す。 

まず、１の基本方針といたしまして、市立幼稚園の一層の充実と進展を期し、全市

的視野にたって、公正かつ適切な人事異動を行ってまいります。そのため、（１）適

材適所の配置に努めてまいります。就学前教育ビジョンの実施に係る円滑な園運営に

資するため、適材を適所に配置し、幼稚園教育の充実を図るとともに、今後の市立幼

稚園の職員構成を見据えた人材配置を行ってまいります。また、（２）人事交流の推

進といたしまして、職務経験を豊かにし、資質の向上を図るため、幼稚園現場と教育

委員会事務局との人事交流も含め、幅広い視野での人事交流を推進してまいります。 

次に、２の実施にあたっての留意事項でございます。（１）配置換えについて、園児

が安心して学べる魅力と活力ある園づくりを進め、ハラスメントのない、働きがいの

ある風通しの良い職場づくりを進めるとともに、人事の活性化により、園児が安心し

て成長できる幼稚園づくりを目指してまいります。取組の具体といたしましては、①

配置換えの対象者は、原則として現任園３年以上在勤した者としておりますが、入園

者数や就学前教育ビジョンを踏まえた令和９年度向け人事異動を見据え、１年限りで

の異動もあり得ることとしたうえで、次のア・イの事項を考慮して計画的に行うこと

とします。 

ア 現任園において、５年以上在勤した者は、積極的に異動を行う。 

イ 教育実績・勤務状況・園の規模、定年引上げ等を考慮する。 

② 休職中、療養中、派遣中、産前産後休暇中、育児休業中の者は、原則として配置

換えの対象といたしません。次に、（２）過員対策について、定数減等により生じた

過員を解消するための異動を必要とする場合は、原則としてすべての教職員を対象と

いたします。最後に、（３）意見聴取について、異動及び再任用の配置にあたりまし

ては、幼稚園の教職員構成、本人の希望、介護など、その他の事情について、園長か

ら十分に意見聴取することとしております。以上で議案第５２号「令和８年度尼崎市

立幼稚園教職員異動方針について」の説明を終わらせていただきます。 

これら３件の異動方針（案）については、議決をいただきました後、速やかに校園

長に周知し、この異動方針に従い、令和８年度の人事異動の事務にとりかかりたいと

考えております。以上で、議案第５０号から第５２号までの説明を終わらせていただ

きます。よろしくご審議賜りますよう、お願い申し上げます。 
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森山教育長 説明は終わりました。これより質疑に移ります。発言はございませんか。 

  

德山委員 小中学校で６年以上、高校で９年以上同じ学校で在勤している人は何人か。 

  

職員課長 小中学校の分は手元に資料がございません。申し訳ありません。高校については、

まず市立尼崎高校の全教職員は６７名おり、そのうち９年以上の在勤が２２名となっ

ておりますので、割合としては３３％です。尼崎双星高校の全教職員は９７名のうち

９年以上の在勤が４２名となっておりますので、割合としては４３％です。 

  

德山委員 市内の市立高校の人事交流はできているか。市立尼崎高校と双星高校、定時制の琴

ノ浦高校と全然種類が違うから異動しにくいということはわかるが、私のところにも

意見が寄せられている。 

  

職員課長 琴ノ浦を除く２つの高校間でまず行えますが、複数ございませんので、どうしても

滞留しがちになってしまうというのは構造的な問題としてあろうかと思います。 

  

德山委員 在勤年数が長い先生がいると、校長先生のガバナンスがきかない状態になってしま

って色んな問題が起こる可能性がある。そのあたりは、松本市長もわかっていると思

うが難しいのだろう。 

  

正岡委員 双星高校は工業や商業の専門の教科の先生がおり、ほかに交流できる高校がないの

が現実で在勤年数が長い先生が多いのは、やむを得ないところかと思う。 

資料の４ページで、高校の先生の交流に関して、県市間等の交流をずっと前からお

願いしている。白畑前教育長のときに、県教委にお願いに行ったという話を聞いてい

るが、森山教育長が４月に着任されてから、県教委への働きかけはしているか。 

  

森山教育長 着任後、県立学校を所管している職員課長と１回お会いしてお話ししております。 

また藤原兵庫県教育長とも別にお話する機会がありまして、尼崎の市立高校が２校し

かなく、県の名簿登載者から市の高校に採用して、そこで育成された方が、県立学校

に戻る交流によって、市立高校の先生の中堅層が少ないという課題もあることから、

県市間の活発な人事交流をお願いしております。 

  

正岡委員 ぜひ、引き続きよろしくお願いしたい。 

  

片谷委員 今まで県市間での交流はないのか。 

  

正岡委員 市では神戸市の葺合高校と行っており、その交流された先生が戻ってきたと聞いて

いる。ただ知っている限りでは、その１回だけである。 

  

森山教育長 兵庫県立高等学校と別で市立の高等学校の交流のフレームがあるけれども、市立の
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高等学校の交流はないということか。 

  

職員課総括 毎年人事交流はできておりますが、小中特別支援学校のところでもありましたよう

に、一対一が基本ですので、出たい希望と入ってきたい希望の両方の合致があってで

きることなので、数は少なくなります。その中で、尼崎市で活躍をしていただけると

いうことを期待できる人材が入ってこられるという形になると、そういった意味で

は、例えば１０対１０といったことは、なかなかございません。 

  

管理部長 今年、市立尼崎高校に三田市から体育の先生がこられましたが、数で言うと毎年１

人か２人程度しかないというのが実情です。人事交流の先生の科目や教科、その時の

配置によって双星高校になるか、市立尼崎高校になるかはその時によります。 

  

德山委員 人事交流の人数が１人でも増えていくことを強く希望したい。 

  

正岡委員 市立尼崎高校も最終的に人が足りない。そこに県の採用試験で合格した方に入って

いただくというのもかなり難しいと以前聞いたが、積極的に働きかけて１人でも穴が

空かないよう、新しく合格された先生が来られるようにしていただけたらと思う。 

  

管理部長 今年、新任は市立尼崎高校と双星高校に１人ずつ入っていただいたところではあり

ます。ただご存知のように、全体的に足りていない実情があるというところと、特に

双星高校に関しては科目の話がどうしても出てきます。技術系の先生の確保は、県も

かなり困窮している実態がありますので、先生の年齢は高くなっているし、あわせて

臨時講師の割合が高くなっているのが今の本市の実情です。 

  

德山委員 市立尼崎高校での体罰の問題しかり、長いこと固定化しているとそういったことが

起きる。当時、体罰根絶のための委員が多く選ばれて、人事交流と勝利至上主義から

の脱却という意見書がでてきた経緯はある。 

  

管理部長 それを受けて、双星高校と市立尼崎高校の間で比較的先生方の異動を行っておりま

した。そのことで逆に委員のところに意見が届いているということもありますが。 

  

森山教育長 兵庫県高等学校の採用選考試験の応募者も、合格者も少ない状況で県立高等学校に

合格した先生に声をかけて来ていただくことに、着任する前から課題を感じており、

今のフレームも生かしながら市立高校の独自採用が一部できないかと思っておりま

す。尼崎市立高校で独自採用すると県立高校へいけないので、例えば本市市長部局で

あるこども青少年部局と交流するといったようなことも考えておりました。ただ藤原

兵庫県教育長と雑談の中でそういうことを話していましたら、少し否定的といいます

か、それであれば、全部独自採用でやってくださいというような意向もありましたの

で、そこら辺は調整が難しいなというところです。 
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德山委員 西宮市との人事交流はいつから続いているのか。 

  

職員課総括 西宮に限らず、伊丹市、西宮市、姫路市、明石市、尼崎市の５市で市市間交流を行

っております。市市間交流は毎年ではないんですけれども、県と市の人事交流の両方

を合わせましたら毎年数名ずつ行っている状況です。 

  

德山委員 人事交流で出る先生、入る先生は何人くらいか。 

  

職員課総括 入ってくる方の先生が圧倒的に少ないです。 

  

森山教育長 市立高校を持っている兵庫県内の市町村は同じ悩みを多分お持ちかと思います。兵

庫県の高校の採用試験に合格した方が、尼崎市や西宮市の高校で採用されると、基本

的には人事異動がその域内になりますから、県立学校に戻ろうとしますと、県市間交

流というフレームを使わないと戻れませんので、広域の異動を希望される方は、当該

市立高校を希望されない傾向にあるのかなと推察いたします。 

  

正岡委員 以前、市立伊丹高校も市内１校だけなので、人事異動について調べてもらったこと

があったかと思う。 

  

片谷委員 伊丹市は人事異動をどうされているのか。 

  

管理部長 状況は本市と一緒です。県市間交流は、交流という言葉を使っていますけれども事

実上異動になりますので、尼崎市に来たいという先生がなかなかおられないという実

情があります。こちらからは比較的手を挙げて、県市間の交流に行かれるんですけど、

先ほどの話のとおり一対一の数合わせのところがありますので、尼崎市に行きたいと

いう先生がおられないと現実的に数を増やすことは難しいです。 

  

德山委員 ３年で戻ってくるとかであれば、増えることもあると思うが。 

  

管理部長 仕組みは交流になりますので、戻ってくるという方もおられるかもしれませんが、

去年今年と見ている限りにおいては、戻るというようなことが中々ないようには思い

ます。 

  

森山教育長 県立高校と市立高校の間の異動は、任命権者が違いますので、どうしても希望とい

う形を取らざるをえないというところです。 

  

正岡委員 中学校と高校の先生方の交流についても行っているかと思うが、これからも中高の

先生の入れ替えもしていくのか。 

  

職員課長 教科の関係もありますし、適宜希望があればということでマッチングを見ながら進
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めております。 

  

德山委員 親の介護は近年結構な問題だが、その理由で休んだり人事に影響を及ぼしている件

数は、おおむねどれぐらいか。 

  

職員課長 育児関係よりまだ少ない傾向にあります。介護休暇となりますと、原則無給になり

ますので、そのあたりの充実は育児方面に比べると、まだできていないというのもあ

ります。また、介護については、休暇どころかそのまま退職に繋がるケースの方が多

いです。育児に関しては、いつまでに小学校、いつから中学校といった計算ができる

ので、計画が立てやすいんですけども、介護はいつ終わるかわからないというところ

もあるので、とりあえず辞めますということで、辞められるということが多いです。 

  

德山委員 それで退職する人はどれぐらいの割合か。 

  

職員課長 詳細の把握はできておりませんが、５０代とかの高年齢層になっております。 

また、教職員ではないですけれども、市全体の取り組みといたしまして、カムバッ

ク採用というのがありまして、育児や介護で、やむを得ず辞められた方が、それが落

ち着いたら、再度また採用しますということで、枠を設けて募集をかけるといったも

のでございます。 

  

德山委員 法テラスの支部長をしているが、辞職しても５年以内に戻ってくれば前と同じ条件

で採用できるという仕組みを作ったら、子育てに専念したい人が辞職したけど戻って

くるという率が増えている。 

  

職員課長 人事課もそういったトレンドを見てカムバック採用というのを始めておりますの

で、期待したいところでございます。 

  

片谷委員 ４ページで、学校管理職の育成が急務となっており、となっているが、校長や教頭

になりたくないという人が多いということか。 

  

職員課長 そういうことになります。今年度は、小中学校の管理職登用試験を受験してみませ

んかということで、各学校に対して管理職養成のスキームをしっかり作っていただく

ようにということを、目標設定面談の時に話をさせていただきました。おかげさまで

今年度小学校に関しましては、結構な数の手が挙がりましたので、合格すれば層が厚

くなってくるのではないかなと思われます。 

中学校はカツカツの状況でございまして、一番大変なのが高校になります。高校に

関しましては、自校の職員だけでは賄いきれておりませんので、これはまさに県市間

交流の中で、校長先生、教頭先生の配置を要望し、県の方に校長や教頭になっていた

だいているということになっております。 
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片谷委員 次代の人材育成を図る取り組みとしては何かあるか。 

  

職員課長  まず日頃からの啓発で、若手の有望株に対して、将来的に管理職を考えてみないか、

ます主幹試験に受かって、そして教頭校長になるキャリアプランを想像してみないか

ということをお声掛けしていただくよう校長先生、教頭先生にお願いしております。 

優秀な先生でも、子どもと向き合うために教員になったから現場がいい、管理職には

興味ないという方もいらっしゃいますが、学校経営の楽しさなども教頭校長から伝え

ていただいて、いずれはそういった分野にも挑戦してもらえたらなというようなこと

も伝えております。また、市教委との交流で、指導主事や管理主事で来られる方は、

将来的に管理職の道も意識していただくような形で、市教委の方に配置しております

ので、そういったキャリアプランも、市教委として提示させていただいております。 

  

德山委員 スクールソーシャルワーカーのスーパーバイズを５年間やっていたとき、スクール

ソーシャルワーカーに相談乗るつもりが、ふたを開けてみたら、小中学校の教頭校長

ばっかりが相談にきて、保護者対応にものすごく苦しんでおられた。それを現場の先

生は見ているわけだから、給料もあがらないのに責任だけ増えて、だれが管理職にな

りたいのかと。 

ただ、加算法案ができて、市長も法律家の存在の重要性を重々認識しているので、

スクールロイヤーが２名配置されて、だいぶ法的対応が整ってきたから、しんどさが

ましになってきたのかもしれない。 

  

職員課長 そのあたりが小学校の教頭校長試験における受験者の増に繋がっているのかもし

れません。 

  

森山教育長 今後の人事異動のスケジュールを説明してほしい。 

  

職員課長 今後のスケジュールについては、本議決をいただいた後、１１月２０日に、小中特

別支援学校及び高等学校の校長に対して、ウェブで臨時校長会を開催し、そこで異動

方針を説明いたします。幼稚園の園長先生には、対面でご説明させていただき、来年

度に向けての人事異動作業を開始いたします。 

  

森山教育長 質疑がないようですので、これより採決に入ります。お諮りいたします。「議案５

０号」、「同第５１号」および「同第５２号」を、原案のとおり可決することに異議ご

ざいませんか。 

  

教育委員 異議なし 

  

森山教育長 異議なしと認めます。 

よって、「議案第５０号」、「同第５１号」および「同第５２号」は原案のとおり可

決いたしました。それでは、ここからは非公開といたします。ここで職員の入れ替え

を行います。傍聴の方はご退席願います。 
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   ～～～～～～～～～～～～以下 議事の大要は非公開とする～～～～～～～～～～～～     

 

森山教育長 以上を以って、本日の日程は全て終了いたしました。これをもちまして、尼崎市教

育委員会１１月臨時会を閉会といたします。 

 

以上、尼崎市教育委員会１１月臨時会の議事の全部を終了したので、午前１１時１８分、教育長は閉会

を宣した。 

 

 尼崎市教育委員会１１月臨時会において、以上のとおり議事が行われたことを記録します。 

 

   

 


